
「広告掲載」のお問い合せは、総合生涯学習センター　　6345-5020へTEL

【本部】〒540-0015 大阪市中央区十二軒町1-3-103　電話・FAX 06-6765-5055

❶ ｢文化と音楽｣コース （10:00～11:30）
 主任講師 巣山靖司(大阪外国語大学名誉教授)
 ヨーロッパで生まれた音楽と歴史文化と日本のかかわりについて探ります

募集人数 各コース40名　年齢制限はありません。大阪市民以外の方も応募できます。
受 講 料 各コース講座20コマ･合同講義４コマ･シンポジュウム２回･音楽コンサート２回　
 第一期（平成２６年１０月～平成２７年５月） 計28コマ　35,000円
応募方法 往復はがきにて　〒540-0015 大阪市中央区十二軒町1-3-103
 ｢新いちょう大学校 第一期受講生募集係｣宛に　
 下記の６項目をご記入のうえ応募ください
 　● 受講ご希望コース番号(例えば①とご記入 複数コース応募可)
 　● 郵便番号 ● ご住所 ● 電話番号 ● お名前 ● 年齢　(各項目必須)
応募締切 9月30日(消印有効) 応募が定員オーバーのときは抽選させていただきます

❷ ｢芸術と芸能･日本と世界｣コース （11:45～13:15）
 主任講師 棚橋昭夫(宝塚大学名誉教授)
 上方の芸能を核に世界相互の芸能の絆を歴史的､地理的に探ります

❸ ｢大阪の歴史と考古学｣コース （13:30～15:00）
 主任講師 長山雅一(前大阪文化財研究所長)
 大阪の古代から近世・近代までの歴史を学び､人々の暮らしや文化を探ります

❹ ｢日本文学史を考える｣コース （13:00～14:30）
 主任講師 槌賀七代(大阪女学院大学講師)
 大阪にかかわりのある近世･近代の文学作品や作家についても学習します

第一期受講生
(平成26年10月～平成27年5月:各コース原則金曜日 全28コマ)募集要項

大阪城の豊かな緑に囲まれた
恵まれた環境と施設、

設備の整った充実した学舎
「追手門学院大阪城スクエア」

京阪・大阪市営地下鉄谷町線
『天満橋』下車徒歩5分

NPO法人
真 の 友 と 奏 で る 、学 び の 喜 び

　　10月3日開校 
第一期受講生応募締切 9月30日

平成26年

“投資初心者向けセミナー”参加者募集！
今こそ、投資のキホンを学ぼう！

　投資と学習を普及・推進する会（NPO法人エイプロシス）では、
投資初心者向けの講座を随時開催中です。（参加無料）
日時・会場は表を参照。
その他の講座はwebでも確認できます。

証券カウンセラーが公正中立な立場から、
初心者にも分かりやすく解説します。

投資と学習を普及・推進する会 大阪事務所 ☎06-6223-1065（土・日曜、祝日を除く9：00～17：00）

無料！
日　程講　座　名

②10/5（日）
10:30～正午

①9/30（火）
19:00～20:30

②10/7（火）
14（火）

19：00～20：30

①10/5（日）
13:30～15:00
15:10～16:40

10/3（金）19:00～20:30

NISA（少額投資非課税制度）と資産運用
入門講座

NISA（少額投資非課税制度）と資産運用
入門講座

はじめての株式投資入門講座
●株式投資の魅力とリスク、株価の変動要因
●投資情報の調べ方、投資判断の方法

大阪市立難波市民学習センター 研修室
（大阪市浪速区湊町1-4-1　OCATビル4階）　JR難波駅歩1分

※応募の際の個人情報は、本講座の運営・管理のために利用します。

（
会
場
）

ブリーゼプラザ 会議室
（大阪市北区梅田2-4-9ブリーゼタワー8階）　地下鉄西梅田駅歩3分

（
会
場
）

※講座名、参加日時、〒住所、氏名、電話番号を明記。
　折り返し受講票が送付されます。

▶「エイプロシス」で検索。
web http://www.aprosis.com/
の「初心者向け無料証券セミナー」
ページからアクセスを。
またはFAX06-6223-1020へ
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こんなに川が近かった井戸、手前が道頓堀川。
『上方』道頓堀変遷号より 

『浪速茶利八景』の秋田屋の井戸、背後は芝居小屋。
（大阪市立図書館 所蔵）

大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
準備室学芸員を18年間つとめ現職。専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念 木村蒹葭堂─なにわ 知の巨人─」「北野恒富展」
「没後80年記念　佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ─増殖するマンモス／モダン都市の幻像─』（創元社）など。

で芝居茶屋も営んだ。『古文鉄砲』に収録された七言

絶句によると、有名な「虎屋」もかくやという和菓子屋

で、店舗は「頓河名物」と詠じられている。「頓河」は中

国風に道頓堀川を略して言い換えたもの。“とんが”の

響きがどことなくかわいい。井戸は秋田屋の芝居茶屋

の方にあり、『上方』は雨で道頓堀が濁ると水をもらい

に近所の人が集まったと記す。

　確かに「秋田屋の井戸」は、江戸時代の道頓堀を

描いた「浪花茶里八景」（表紙（大阪市立図書館所

蔵）にも戎橋と太左衛門橋の間にあり道頓堀名物

だったようである。（「浪花茶里八景」は『大阪春秋』

第131号・特集ミナミに複製有り）。しかし、近代になって

上水道が整備されたからであろう。昭和7年、工事の

ため井戸は当時の価格で一万八千円で売却され、歴

史を終えた。川から見た井戸の写真が『上方』に掲載

されているが、ほとんど道頓堀川近くにあり、これだけ

川に近くて水質が良いのは不思議である。

　道頓堀界隈の井戸では、国立文楽劇場の前に再

現された「二つ井戸」が有名である。また、そこから東

の高津宮から上町にも名水があったという。醸造では

道頓堀松竹座地階に「道頓堀ビール」の醸造所が

あり、かつて宗右衛門町にあったキリンプラザでも

地ビールが造られていた。

　「秋田屋の井戸」も道頓堀の史跡として顕彰に値

する存在だろう。中之島とともに“水都大阪”のイメージ

の中核である道頓堀であるからこそ、地域の歴史と

“水”との関係を洗いざらい調べあげ、そのエキスを

街づくりに役立ててもらいたい。

　道頓堀開削400年を来年に控えた今年、安井道頓

（成安道頓）と道卜の紀功碑が地元有志によって修復

を終え、7月12日に除幕式が行われた。石碑は開削

300年の大正4（1915）年に建立されたが、傷みが激し

く撤去されそうになっていた。また同じ7月、戎橋筋商

店街振興組合が『戎橋とともに400年 なんば戎橋筋

商店街100周年記念誌』を刊行した。私も一文を書か

せていただいたが、歴史と文化ある商店街ならでは

の充実した内容である。

　そこで今回は道頓堀にちなんだ話である。近代的

な水道が整備される以前、淀川上流で採取した水を

飲料水として売りに来る「水売り」という商売もあった

ほど、淀川河口に開けた大阪の水質は元 よ々くなかっ

た。ところが、大正時代の雑誌『道頓堀』（道頓堀雑誌

社）を読んでいて驚いた。

中座前にあった芝居茶屋「近安」の井戸が名水で、

酒造りのため灘から汲みにきたというのである。さらに

昭和7（1932）年の『上方』道頓堀変遷号によると、「近

安」の井戸こそ、『摂陽奇観』『古文鉄砲』など江戸時

代の文献に残る「秋田屋の井戸」であると考証されて

いた。秋田屋は中座の東隣にあった饅頭屋で、浜側

「昔から道頓堀には名水があると云ふ事が云ひ伝へ

 られて居るが、これは中座前の芝居茶屋、近安の

   地下室にある井戸から、灘の銘酒を造るべく昔ながら

    の名水を汲出して居るところ、大きな桶に二杯づつ

     毎日汲みに来る、何と皆さんがいつも道頓堀で召上る

       お酒は道頓堀の名水で造られて居るんですよ。」

        （「道頓堀の名水」『道頓堀』大正8年5月号）
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